
ホングフライングクラブ創立40周年記念号
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イングクラブ

本田薔鷹 鈴慶甕作所内0,ア イード
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ホンダフライングクラブ

会長 濱尾 豊

今年ホンダフライングクラブは創立40周年を迎えました。これも本田宗一郎様によりま

して、昭和39年 この地へ飛行場を、そして昭和40年にフライングクラブをお創り頂いたお

かげと心より感謝申し上げます。又、その後も本田様の意思を引き継いで下さり、クラブ

の母体でも有ります本田航空様の暖かいご支援と初代会長本田様、二代目杉田様のご功績

と、大勢のクラブ員によるご協力で40年 という永い年月に渡リクラブ活動を行うことが出

来ました。この節目に私たちクラブ員は、飛行できる環境をお創り頂いた方々に感謝し、

先輩の功績を大切に守り、これからも安全運航に努める所存で御座います。次の40年に向

けてクラブ員の皆様、関係諸先輩の皆様方におかれましては今後とも、このホングフライ

ングクラブに、ご指導ご協力を宜しくお願い申しあげます。
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ホンダフライングクラブ 40周年祝詞

杉田 政男
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此の度ホンダフライングクラブ 創立40周年を迎へられたことは、誠にお目出度 く謹ん

で御祝い申し上げます。

本クラブは、本田宗一郎初代会長様が開設 した自前飛行場クラブであります。其の後幾

多の難関を突破せられ、今日の発展になりました。其の間には、本田航空いの、優秀な教

官群とクラブ会員のご協力により日本一の飛行場になりましたことに重ねてお慶び申し上

げる次第であります。

一時期、私は約20年 に亘 り二代日会長職をお受け致 しました。大過なくと言いたい所、

多事なることもありましたが紙面の都合上割合させて戴きます。クラブ史に出ていると思

います。一番の思いでは、北は稚内、利尻空港から南は屋久島・種子島等々へ空港巡りを

ライセンサー仲間と行 ったことです。三代目会長の濱尾様は卓越 した手腕の持主です。ク

ラブを引率 して、益々立派なフライングクラフに御隆盛を加えられますよう御祈念申し上

げ40周年のお祝いの御挨拶を申し上げます。

平成17年 12月 4日
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本田航空株式会社

代表取締役社長 柳本 俊雄

ホングフライングクラブ創立40周年わめでとうごさいます。あわせて、創立40周年記念
バーティーが開催されますことを心からお慶び申し上げます。

本田航空株式会社は、本田宗―郎氏の幼いときからの夢を実現するために昭和39年 (株 )

ホング・エアポートとして設立し、その翌年「ホンダフライングクラブ」が本田宗―郎氏
を初代会長として設立されました。40年 という長い年月を共に歩んでまいりました盟友の

ような存在です。
この間、諸先輩の航空安全への一歩一歩が礎となり、貴クラブは日本最大のフライング

クラブヘと発展されました。現在も、定期的な安全講習会、飛行競技会、全国へ広がるロ

ングナビゲーションなど、とても活発な活動をしておられます。さらに最近では、本田宗
―郎氏の遺志を継ぎ、青少年の夢を育て、空と航空への理解を深めるべく、子供たちへの

航空教室や様々なイベントヘのクラブとしての参加もされておられます。

昨今、安全・治安面など行政指導強化、日本の空を知らない海外ライセンサーの増加な
ど、日本の航空業界を取りまく環境は残念ですが優しいものではありません。貴クラブの

御活躍が、本当の意味でこれからの日本の航空界の底辺を広げ、支えていくこととである

と確信し、同じ航空人としておおいに期待しております。私たち本田航空は、ホンダフラ

イングクラブの輝かしい伝統を守り、夢の実現とさらなる発展へ向けて、これからも心を

込めてお手伝いをさせていただきます。
この創立40周年記念行事への関係者各位のご尽力に敬意を申し上げ、ホンダフライング

クラブのさらなる発展と安全運航を祈念しご挨拶といたします。

40周年祝詞
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西 暦 本口航空・年表 ホンダフライングクラブ・年表
1904 (株)ホ ンダエアポート 本田宗―郎が出資し.東京八菫洲に設立

(S,9) 埼玉県北足立都桶川町川田谷荒川河川敷を定置場とする

社長 河島喜好

1965 本田フライングクラブ設立 本田宗―郎 初代会長就任

(S40) ,|1諫機パイバー0ル ト

“

バーチェロキー 2機で 流

`デ

1金 ¥6.300

第 1回ホンダ・エアーカー=水ル

1966 同社爛布.新月.広島支S.他 聞設 日本一周軽飛行機レース・第 1回 (1,日 新聞社).商野・ 田中・石川機優勝

(S41) 第 2回ホンダ・ エアーカー‐バル

宙野仁平氏.高高度日本新記録違威 (バィパーチェ。キー)

1967 航空機使用事業免許取得 日本一日軽飛行機レース・第 2回 (朝 日新出社)

(Sη〉 ■走路を筆地から鋪装にする 第 3回ホンダ・ エアーカー=バル

1968 場外着陸場から飛行場に撼定 日本一月軽飛行機 レース・第 3回 (初 日新聞社)

(S40〉 日本初の広告飛行船キ トカラー「飛籠号」飛来 第 4回ホンダ・ エアーカー
=′

0,

1969 桶川べ本 ,|:移 転  青森運航所開般 日本一月軽飛行機 レース・第 4口 (朝 日新聞社)

(S44)

1970 本田航空に社名変更

一時開鎖

小倉.松本運航所開設 新潟.広島運航所 日本一月軽飛行機 レース・第 6回 (初 日新聞社)

(S45)

新太郎右街F,橋完成 第 0ロホンダ・ エアーカー=パル

1971 日本一周軽飛行機レース・第 6回 (朝 日新聞社)

(S46)

1,72 青森.松本.小倉連航所閉鉄

(S47) 社長  大島真三

1973 岡本太郎画撼デザインの飛行船「レインポー号」飛来 第 1日 本田宗―工杯飛行競技大会開催 餞機.座児島直人輌 井凛弘

(S43) 本田宗―郎 (“オ).本田技研 (株 )の社長を退任し.後進に道を醸る 杉田政男 会長れ任

194 川田谷から川島町へ本社移転 1= ウイング=ュ
ース創刊号 (当 時は.「クラブだより」)

(S49) 【以下号数を大字と.主な=●―ス記事】

日本自作航空機全国大会

1975 ベリコプターⅢ業開始 フライ・ イン 75(稿 川)

(S50) 社長 小川吉四郎

1976 調布訓諄所 PA・ 28× 2機で
=|1練

実施 21号  4月 末で気事故記録 10.∞ 0時間違成

(S51) 10月 の競技会の賞品  1位・ダックスホンダ 2位 」 帯発電機

3燎・ 0-ドバル 4位・ 日本人形  5位・ 日本人形

1977 フライ・ イン 7,(桶 川 )

第 1回烏人間大会に 琶湖 )(S52)

1978 滑走陥補修工事実施 :4号 第 6回 ホンダ杯争奪競技大会開催

05号 退続離着陸新記録達成 大江和生 JA :556(S53) 唯―の「栄エンジン」搭載のゼ0戦 (61-120)・ アメリカより日本に里帰

りし.涌川にも飛来(見学料 ¥10∞ ) 離呻 :57～ 着陸15,37(藩 空時1.16,40〉 ノーフラップLDGを 60回

滑走路延長 (過走箱120m)と補強.耐E3ト ンから57ト ン

エア・ タクンー開始 (佐渡ヶ島などべ)

1980 双発機を事業機に編入

(S55)

1981 48号 躙布でJ鶴24が機体の トータルタイム.一万時間違成 日本初

の長寿機体記録となる [セスナC-172 飛行料金 (休・視 B)¥6.400]

49号  日本航空協会主催「■のフェスティバル」開催

(S56)

1982 現社屋.′ ンヽガー落成 54号 調市空港 滑走路工事 5月 ～ 6月 (lヶ 月 )

(S57)

1983 本田宗―郎 本田技研 (株´ 取締役を退任し.終身名誉顧間となる

(S53)

1984 夜間航空灯火供用開始

第巧 回ホンダ・ エアーカー
=′

0,

1979 空のフェスァィ′`ル ,0

(S54)

42号 フライングクラプの教育部門が独立.フ ライングスクール発足

44号 ホンダ航空の隣「交通教育センター」完成

45号 桶川対暉布.団体競技フーセン御ツ :対 1で桶川の勝利
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8本総人ロー億人突破 し勧 ヽ丙午で出生数は減少 邦画「白い巨塔」

洋画「ミク0の決死田」封切り  E産 自動車・プリンス合併

世の中の出来事 航空  ・ 宇宙史 西 暦

東京オリンピック開催  東海道新幹線開通  新潟地震 SR-71 プラックバー ド初飛行 1964

海外旅行自由化 大島大火 (S39)

ジャル′ヽック・ヨー0ッ パ巡リツアー48万円

大卒初任給 2万円.ラーメンー杯60円.高機商店のあんばん15円 国産旅客機「YS-1∫ 」職航 1965

国産機FAmOエ ア●ス′
'レ

初飛行 (機体価格5m万円) (S40)

8727東京湾に書の盤藩.国内に航空連続事故発生で「航空

“

の一年」

と呼ばれる  社田法人・ 日本操縦士協会設立 (JAPA)

1000

(S41)

東京航空ン,~開 催(1l B新聞主催 )

8航世界一月西回り路線開始 (日 米航空機定改定 ) 1967

(S42)

1960

(S43)

アポ。11号月面着饉 (テ レビ視聰率96%) 1969

邦面「男はつらいよ」第一作封切り.アニメ「 トラえもん」放映開始 B冽● コンコルド初兎行 (S44｀

東大安田講螢事件 テレビ「タイムショック」放送開始 薇子島宇宙センター開設  籠 ,崎飛行場供用開始

大阪万博 (7カ 国参

'い

入場者6422万人)女 性億「シンアン」劇刊 よど
=′

イヽジャック事件 1970

第一次交通戦争 電卓の価格10万円切る 国産人工衝星「おおすみ」打ち上げ (S45)

光化学スモッグ事件 二島由紀夫割度自役 B,47羽 口に飛来

,1縄返還協定爛印式  トルシ●ック YS-11函館で山に激突 1971

マクトナルト日本一号店 睡 座」にオープレ 雫石上空にて全 8空卜0と 自衛隊機が空中衝突 (S46)

日清カップヌー ドル発売開始  大検絆 大鵬引退

本嘔 幸オリンビック.日本選手 (金・録・銅メダル)独 占 日航機.海外で相次いて菫落事故 1,72

浅間山荘事件  洋回『 ゴットフォーザー」封切 リ 地球外生命体見てメッセージを載せバイオニア10号打ち上げ (S47)

B中国交正常化.′ ン`ダ上野動物園に

オイルシ言ック.ベ トナム和平.足亀銅山閉山.臨売巨人軍VO達成 日航機′ヽイジャック事件 0ヽ リー東京線) 1973

邦画「 日本沈没」封切り.尾崎:1於奈′―ベル物理学賞受賞 米宇宙ステーシ言ン「スカイラブ」打ち上げ (S48〉

本 田技研・ CVCCエ ンシン発表 (排ガス規制法を先駆けてクリアー ) ツ運TU-14″ りヽ航空ジ●―にて墜落

元 日本兵.小野田少尉フィリッピンで∞年ぶり教出 気象庁アメダス運用開始 ,974

原子力船「むつ」放射能漏れ 堀江燎―・単独無寄灌世界一月連成 那覇FIR日 本へ引継ぎ (S49〉

佐藤栄作元首相ソーベル平和曽受賞 国意飛行艇「PS-1改」初飛行

中国で海城地震 (M,3)起 こるが.適切な予報で薔大な敏害回量 1975

,1椰海岸博覧会開催 長野・■木湖スキーバス転落事故 (S50〉

国際婦人年 国内で茶気級関車が姿を消す マイクロツフト社設立

ロッキー ト事件.毛R東首鷹死去 ベ トナム甫北統一 ミグ2嘔館空港に強行着陸

NHK連 続朝 ドラマ「雲のじゅうたん」放送開始 (飛行機の屋外。ケは桶川

で撮影)

日航饉クアラランプールに墜落  立川基地日本に返還される

1,76

酒田大火.中国の盾山地震 (M7:竜牲者24万 人以上

家庭用VHS・ ′ビデオデッキ発売  「およげ.たいやきくん」ブーム

(S51)

王貞治766号本塁打世界新.米TV「ルーッ」放映 (ア レックス・ ベイリー)

中野浩―「世界自転車選手権」日本人初優勝 テレビ・川口浩擦検隊故映

1977

日本気象街星「 ひまわり ,号」打ち上げ

スペイン・ テネリフェ空港で滑走略上衝実事故 (航空史上最悪の事故 )

(S52)

邦画「幸せの黄色いハンカチ士 洋画「。ッキー」封切り 有珠山噴火

地下鉄東西線.陸格上で強風|=より糧転 テレビ「ザ・ベストテン」fZ時
間テレビ・量は地球櫛 」開始 天中繊ブーム インペーダーゲーム流行

成田空港過激派侵入.管制塔を占拠する 1978

新東京国際空港開港

営城県沖地震 (M74).サ ンジャインジティ6院成.西武ライオンズ発足

第 1回バルーンフェスタ 」N九州開催

阿見飛行場オープン

スペースシャトル fコ 0ン ビア号」初飛行 羽田空港開瀬 0周年

秋田空港開港  ステルス機「 F-11,」 初飛行

太陽電池発tfソ ーラーチャレンジ,一」号 トーバー海峡横断

DC8羽 田

'|て

逆噴射墜落

1981

(S50〉

浜松ブルーインパレス墜落

3767就航 (民間機初のグラスコクビット採用)

領空侵犯大韓航空機撃墜  DC 8国内線退役

エルニーニ蜆 象により世界各地で異常気象発生

次世代航空システム(FANS)特 別委員会設置(lCAO)

AIM― J 初版・ 発行 1984

トヨタカ0-ラ 40万 2千円.テレビ「1lPM」 雄 開始

イリオモデヤマネコ発見される 家庭用電子レンジ・全自動ん層崚発売

ビートルズ来日 テレビ「サンダーバード」NHKで放映開始 いざなぎ景気

日本非核 3原則宜
=  

ベ トナム反織運動数化

ラジオ「オールナイト‐ッポン」スタート

リカちゃん人形発売開始

川端康成  日本初ツーベル文学贅受贅.二億円事件発生

小笠原諸島返還 キング牧師略殺される 人生ゲーム発売 (タ カラ)

=メ 「巨人の星」放映.袢面「2∞ 1年宇目の加 封切られる

東名・名神高速道路開通 コンビ:コじ′スストア第一号開店 (大阪・■中)

米国スリーマイル島原発事故.木曽御岳山噴火 三菱銀行強盗事件

ツ=―「ウォークマン」発売 自動輛 お目見え(6秒で10冊 1)

NHK南 極より世界初テレビ生中餞. トラマ「金八先生」放映開始

モスクワ五輪ポイコット.―億円取得事件

ジョンレノン凶弾に倒れる ルービックキュープ流行

イラン .イ ラク戦争動発.金属′ヽ ,輌 禁殺害事
`.

レーガン大統領暗設未遂.向 田邦子飛行機事故

仏TGV世 界最適2'0肺′hを記録 ドラマ f北の国から」第一作放映

神戸ポー トアイラン ド博覧会開催 (1010万 人入場).ト ヨタ・ ツアラ発売

ホテル=.―ジャ′`ン火災.長崎豪雨(150¨′H)フ ォークラント紛争

商業捕鯨全面養止 カー ド式電話機登場 東北・ 上越新幹線聞通

テレビ「実ってい0せも減 送開始 LPに代わるコンパクトディスク発売開始

日本海中部地震 (M77):三宅島噴火 .東京ディズニーランド開国

「おしん」ブーム トラマ「積み木くずし」放映 ファミコン新発売

青木 功が米
'GAツ

フー日本人初優勝 ラングーン

“

弾テ0事件

グリコ栞永ワ件. ロスニ浦事件.エ リマキ トカゲブーム

長野県西部地震 (M68).新 紙常発行 国内初電子体温計発売 (テルモ)

植村真己マッキンレー冬季単独登頂成功
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田 ホングフライングクラ
1,35

(S60)

(S62)

1900

(H2)

1992

(H4)

6)

1995

(H9)

航空従業者指定妻成施設 自家用・事業用・多発限定変更課程取得

一“

′

1986 70= ホンダフライングクうブ規約 (案)起草.6月 1日 より施行

(S61) 熊本運航所開設 籠ヶ崎飛行場にて中央航空クラブと交歓飛行大会 (5月 )

1987 鈴鹿F-l GPヘリコプター関連業務に本格参入

社長 坂田守

円山]|1練 所開設

1938 東京宮業所.浦安出張所開證

(S63) 飛行船「
コダック」スカイジ,■ 00号飛来

91= フライングスクール東京都内学科教室 8月 より変更  池袋サ
ンシャインビル文化会館より東京営業所 (術開設)高 田局場べ移転

板橘繁男氏の御好意により.以後の「ウイング=● ―ス」表紙を節る

198, 本国泉―郎  日本人初.米・自動車殿堂入りを果たす 神戸運航所開設 第 1回スカイレジャージ,バン(本田AP)本 田航空特製テレカ発売 (3種 )

(Hl) T-67スリングスビー× 2機導入 130 75MHZが 航行援助用周波数に

"リ当てられ「 オケガワ・ 0-カル」が「オ′

"レ
・アドバイタリー」になる

餌号 新
=特

別企画  C208キャラ′`ンで新年宴会を兼ね―泊二 日で
大島ツアー(この号より冊子が現在使用のカラー原紙になる)

鈴笙営業所開設 ウイング=ュ ース10鴫… 発行

第 2回スカイレジャージャ′`ンG慶 サーキット)

1991 埼玉県防災ベリコプター運杭受話開始 北九州営業所開敗 「ツインリンクもてぎ」オープン

(H3) 社長 箕輪武士 本田宗―郎永眠する (事年84才 ) * 3 @^r't tt t-trl\robn fi)
本社新整備燎崚工  笠井教官.東京航空局長を受賞

熊本連航所 移設完了

神戸・鈴鹿・ 北九州・ 東京営業所閉鎖.本社へ統合

1'2号 スカイタイバーズ解散(Cm8キ ャラバン×5機)3年 間で日本
各地飛行 114号  クラブハウスオープン(ト レーラーハウスタイプ)

l4 @7h1 tt + -t r 11r<*.aa7,n- r)
1993 Ho● d`U,tの 先行実験機 (MHα )米 で初飛行に成功 :η号 直輸入フライトグッズ販売 (タ イビン・キーホルダーなとつ

(H5) 浦安出張所を東京ベリポー トヘ出張所を移設 第 5回 スカイレジャージャ′`ン(北海道・滝川航空公園)

1994 調布・ 岡山・熊本運航所開鎖

事業規模縮小 (全従業員210人から60人 使用機36機から11機)

124号 「サテライト空港端末システム」本田航空運用開始・ウうイトブ
ランなど

第 0ロ スカイレジャージ,パ ン(大飯・舞淵スポーツアイラント)

第 7回 スカイレジ,― ジャ′`ン(日 本航空学園・ 山梨 )

(H7)

埼玉県防災ヘリコプター 2機体制開始 第 8回 スカイレジャージャバン(南記白浜空港)

(H3)

1'97 滑走路14」し側の高圧線の鉄塔工事完了 (東京中線・高さ90m) 142号 ホンダフライングクラブ表彰制度スター ト.3oo時 間表彰など

社長 津田勇介 第 1回 冬手クラブ飛行競技大会開催 晨酵・ 菊地義人

第 9回スカイレジャージャバンに 馬空港)

1998 滑走路進入角指示灯 (VASIS)の 撤去

'4鰐
 演尾 晏会長就任 同民の手作り「ゼ0戦」のクラブ見学会

(H10) 152号 生産中止のセスナ再開 1号機「 J Al,2R」ホンダエアポート飛来

150号 杉田1,会長よリクラブ員メンバーズボード(名 前と会員番D寄 贈

1999 航空測量事業登録 157号 クラブ躍会表彰 1.1∞ 時間 葛井周子 ¬ .000時 間(10年 )

(Hll〉 新・風向風逮計の設置 田村浩  ・400時 間 荒丼賢治・衣笠寿樹

1"号  凍足嚢会長 国際航空連盟賞 受賞

2000 航空運送事業許可取得 日本一月ミレ=アムフライト実施 16`号  クラブ表彰  1.600時 間

H12) 整備に関して運輸省航空局の亨業場認定取得

クラブジャンバー及び. 日本一月ミレ‐アム・ ヮッベン製作

2001 防災べ,2号機構体入れ替え 170号 本田エアポー トから関西空港ヘー番乗り 衣笠秀樹 P A31
(H13)

2002 社長 阿部患― 174号 クラブ表彰 1.300時 間 も丼周子  ■ .100時 間 山村朋史

(H14) 800時 l・, 河合秀晃

1ん号 台風 6号の為.大冠水になる滑走路水浸じ

2003 Ho●」oJot(N420HA)初 飛行

(H15) 本田エアボー ト夏祭リ

180号  クラブ表彰 :00時 間 後藤寛蚤 学田川直彦.萩原正三 .

西川浩倫.清水―薇.小林大吾.赤塚工倍.阿波■―.新妻皇太

夏・九州クルーズでュニット3が新記録 (3B間で別々の20空港に■瞳)

2004 本田航■ (株 )創立40周 年

(H16) F r El& \t*rtr-r.7srr,!rt0* FrD>!r3-t^
本田キャラ′Кン(JA8212)AIMお の表紙を飾る

大西飛行場廃止 航空安全織習会を開催 (年 1回 )1∞号  クラブ表
彰 1メ 00時間 元田壺治・ 1.200時 間 山村朋史・ 35年 中 菫樹・

∞年 安井幸男・ 大澤―郎崚宮.総飛行時間 :万時蘭連威

2005 !E 2 E: tr't:!r7,]r- r.7 r a; i ^r!!ll セントレア空港フライイン 本国フライングクラブ・ジ● アウィングス発足

(H17) 社長 柳ネ悛雄 北関東近県広域航空部隊合同期練 100号 第30日本田総―郎杯争奪飛行競技会開催

関東西部地区連絡会(民間飛行連格会)膨・ ッベリンNT号」飛行

“

飛来

t_

(m年 )岩沼省吾  」 .200時 間 葛井周子  柘00時 間 安藤佳昭

:

ホングフライングクラブ創立40周年:=念パーティ開催

・ 年 ″西匿] 表
~~~~~1

1996

Q



世の中の出来事 E匪ヨ
阪神タイガース21年ぶり優勝 8航12破御巣鳳山に墜落 1985

エイズ事件.つ くば万博

“

7,国 フ000万 人) 日ソ航空交渉合意 (ソ 連上空通過

"可
になり北欧線が短縮される)   (S00)

プラザ合意.壺田商事事件.:8時だヨ 1 全員集合」放送終了   国産STO[実験機「飛鳥」初飛行

チ,ルフブイリ原発事故.大島三原山曖火(209年ぶり) チャレンジ,一号爆発事故 (10回 目利用中) 1986

バートワ,―タン「ポイジャー」号.無着陸需給油世界一日 (S01)

映画「 トップガン」ブーム 1987

(S02)

新千歳空港開港 A320(フ ライバイワイヤー機)就航 1038

葵上菫 ″ ンヽナム機爆破事件.イ ラン民「.蹟 米海軍により撃墜される (S63)

人力飛行機「ダイダ。ス」 115 58km世界記録飛行

米アイオワ州で.De10が爆業系統不能になりながらも.機長らの素早い

判断暴 知により不時着を致行.乗客の多数が生遺 した

1939

(Hl)

秋山豊■ 日本人初の宇宙飛行する 1990

(H2)
大学入試センター試験関皓 東大 .信州大.生体肝移植手術をする

湾岸戦争勃発.18ソ連崩‐ ロンア共和国誕生 雲仙普賢岳噴火 米 ″ ン`テム社倒産 1991

東京静 新都庁完威 水中田魁 ビー トル号職航 (博多⇔釜山) 政府専用機 2機導入 (H3)
信楽高原鉄遭事故 宮沢ツえ写真集販売 フィリビン・ ビナツポ火山嘆火

PKO法案可決.自衛厳海外ベ ウラン農縮工場揆業開始 (■森・六,所村 ) 毛利 衝 スベースシ,ト ル彙纏■で日本人初の事宙飛行  (地球●

宇自間でリアルタイムの授業実わ

1992

長崎′ヽウステンポス開国 マツダ(株蔵 料電池自動車の試作単を発表 (H4)
風船おじさん行方不明 NHKラ ジオアンテナ百市町に胆置 (850■ × 2本 )

菫太子織 婚.北海道南西澤地震(M7=) A340載 航 1993

Jリ ーダ元年.夫冷コにより米不足

世界貿易センタービル爆破事に 天皇陛下歴代初の沖縄訪問

椰お空港開港 (H5)
全日空特別埜姜綴「マリンジャンポ」就航

松本サリン事件.プレステーション流行 向井千秋氏日本女性|]シ ャトル飛行士 (最長滞在 2週 間) 1994

アイルトン・ セナ レース中事故死 名古屋空港でエアバス機墜落 (H6)
英仏 トンネ,t開通 関西空港開港

阪神大震災 (M'2)地 下鉄サリン事件 野茂英雄・大 リーグ新人三 全日航機ハイジャック函館緊急着饉 1995

洋画「アポ。13■切り 超高速相テクフスーパーライナー実用化運用 (H,)
日本の梁海探査機 iO.91l m到 違  カシオ・ デジカメ発売 (38万 画素 )

O-157集 団食中毒.原● ドーム世界遺産露定 ク0-ン■魔生

ドラマ「0ングパケ~ンヨン」放映 ヤツージ,′ ンヽ接 続開始

ガルーダ・ インドネシア機 福岡空港離瞳失敗 1990

セスナ社.単発プロベラ機生産を再開 (H8)
ベルー日本大使館人質事件.ポケットモンスター発売

ダイアナ妃事故死.地球温暖化防止会議 (京都)東 京湾アクアライン開通

長野新幹線開轟 ●シアタンカー原,1流失事故 サ,カーW杯仏大会日本

初出場.山一證券破綻 =港 返遺 トヨタ″ イヽプリット「´リウス」発売

航空連合「 スターフライアンス」発足   福島スカイパーク完成 1997

米国にブルーインパルスが初の海外遠征 (H9)
B777初飛行

長野オリンビック 和歌山尋物カレー事∫4. 新規航空会社スカイマーク・エアドウー遠航開始  fフライトシム9劉 発売 1998

イント″ 'ヽスタン核実験 サンフランシスコ大,■ 自衛隊「早期警戒機」 4機導入  新 嗜 港空港開港 (H10)

北朝鮮「テポトν」発射  日本人の肺店が胃癌を抜いて着死卜,引
`な

る 大樹町多目的航空公園完嵐 北海道・■走路1000m)

東海村核燃料臨界事故.ダイオキシン問題 EUユー0通貨導入 自衛隊機堅落の際 .送電線り配 一時停■ と交通マヒ 1999

桶川ストーカー事件 国内初.脳死移緩 術実施 台湾地露 (M76) 富士山気象レーダー運用停止.熱気球無薔陸世界一月違咸 (Hll)

NIT卜 ●モ1-modo.だ んご
=兄

弟  エンピヨこA■ M初 設置(o●  lm) 奎 日空機′イジャックされ機長刺艇 れる  ドクダー利 体制運用開始

東京⇔大阪シャトル優開始 (大手 鍛 協同運航)イ ンターネット・ チ

ケットレスサービス「国内線 トットコム」スター ト 台北国際空港 (台湾)

で3,47滑走路間違い離陸失敗 元ゼ。職バイ。ット・坂井二郎 死去

2000

(H12)

管制ミスにより日航機問士ニアミス ]|1練 空域「関東 1-1」細分化される 2001

米民間人.初の宇歯観光する (費 用21億 円)宇 宙ステーンョン「 ミール」 (H13)

大気田突入  横須賀沖「メガフ0-卜」 3年間の運用実験終了

トヨタ小型機「 トヨタア ドバンスト・エアクラフト」初飛行 2002

(H14)

2000

(H15)

2004

(H16〉

中部セントレア空港開港 2006年完全退■YS-11国 内で敗機残すのみ 2005

つくばエキスプレス開業 バキスタン地震 (犠牲者
`万

人以上) 。ック岩崎アク。劃菫中事故死 国支省・広崚航法 (R・ NAV)導入設定 (H17)

JR福 知山嫁脱操事故  個人情報保護法施行 A"0初飛行  コンコル トの後継饉 8仏共同開発へ

′ヽレー彗星大接近 使い捨てカメう新発売 男女雇用機会均等法施行

トラコンクエス疇 売 米・総合應リーダーズダイジェスト日本語躍 刊

=,一ヨーク・ ブラックマンデー (株価下落 )

OR・ NTTの民営化 石原裕次郎死去

世界の人口50億人突破 東芝機中 コム遮反事件

瀬戸大嬌.青函 トンネル開通   リクルート事件 ′
'ブ

ル経頂期

東京 ドーム完成

FM放送「 NACK=」 放送開始

中国 .天安門事件.横浜博菫会開催(1330万 人)カ ウチポテ ト族流行

′ヽブル崩壊. 。一リングストーンズ来日 ′ヽワイ・ キラウェア火山噴火

大阪花博開催(2312万人, 入警法改正・外国人労働議 受け入れ体制

高嬌尚子 陸上女子初金メダル B中庫夫・長野果知■就任 Y2K問題

NHK「プ。ジェクトx」放送開始 ′
',ア

プリー議 行 毬曽大江戸線
`・
線

開通 3Sデ ジタル衛動 送開始  南北共同菫言 (輸国 砒 朝鮮 )

同時多発テロ.国内初3SE.ハ ワイ実習船・ 原潜衝突事故

奄築;lf不審船」追鉢黎沈.大 阪ユニバーサ′レ スタジオ・ ジャバン開園

「ウィントウズ・ XP」発売  邦画「ほたる」封切 り(本田てゼ0鞭 影あり)

W杯 8韓共仏 モスクワ ″ り`島テ。相次ぐ 原発 トラブル各地でお く

靖国問題.日本最後の炭鉱「釧路・太平澪炭鉱」開山 佳奥ネット開始 全 日空「 元旦・ 初 日の出ウライ ト」大螢況

学校完全週休二 B制 スター ト フロン回収破壕法施行 成田空港第二並行滑走路.供用開始

米軍イラク侵攻.株価回復.沖縄新交通「ゆいレー,刻 開通 ´ 卜′
"コ

ロンビア号大気圏突入空中分解 (28回 目利用中)コンコルド盟

新型市炎SARS流行もあり 海外旅行者数大幅減 藩 中国初有人宇宙飛行「神舟 5号」 航空法改正 (安全饂害行為等)

TVトラマ「 グット・ ラック」放映 緻国地下鉄火災事故 ライ ト兄弟初飛行から100年  管制システムの暉書で空港大混乱

昭和天皇崩御.,o号「平成」になる 美空ひ|ユ,死去.ベルリンの璧崩壊.消

費税 3%導入 綺二東京連経幼女殺人事件 ′―トパソコン発売 (東芝〉

.アテネオリンビック 日本過去最高メダ,貯爛 西武鉄道株事件

‐オレオレ昨欺籠出 スマトラ沖地震 新月中越地震 

“

流ブーム

「スペ~スンッフ
'′

」民間初宇宙飛行  羽田第2旅客ターミ蜆 成

九州新幹換一部開通 看札発行 スルカti行「生体鍬:I」 預金開始

∂

愛知万博 (122,国  2200万人)日 本道路公国民営化

日本航望 日本エアシステム統合「 日本航空ジャバン」E生す

“

機体トラブ

ルなど続く 日本人・南米アンテスでグライダー女子世界記録違威

ワ

冊 7 ・  ¥‖ T
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本日は本田航空並びに本田フライング倶楽部40周年記念、おめてとうございます。

早いものです。倶楽部の会長より、メンバーだった私にも当時のフライング倶楽部につ

いて、何か書いてくれないかとの事でしたので下手な文章ですが、当時を思い出してエピ

ツードなどを書かせて頂く事にしました。

あの頃、本田宗一郎社長は藤原パイロットと共に全国を股に掛けて飛び回って居りまし

た。あれは確かパイパーペーサーだと記憶にありました。それを焼津の自衛隊の飛行場で

オーバーランをして潰してしまい、新しいビーチクラフト・マスキテリアを買われました。

その頃からヒョンな事で本田社長の周りに ``う ろうろ''す る様になりました。共にもとは

オートバイ屋ですから、すぐ話か合いました。

未だ桶川の飛行場はありませんでしたが、本田社長の肝いりで、急ピッチで桶川に立派

な飛行場が完成しました。次の日から家の仕事はそっちのけで毎日飛行場通いです。嬉し

くて近所の人や友人を連れていき真新しいパイパーチェロキーを借りて飛んで飛びまくり

ました。ライセンスは要るがこんな近所にランウェイも新しく飛行機もある所は他にあり

はしない。本当に天国へいった様でした。

本田航空にいる職員が “石川というやつはあんなに色々な人を乗せ、金を取ってるだろ

う''な どと私に言って来ましたので、私はムッとして・貴様の懐と一緒にするな 1 失礼

な事を言うな l.'と 言い返した事もありました。

ちなみに、私の本田フライングクラブ会員番号は125で す。
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或る時、桶川の飛行場が忙しくなって来た頃の話です。当時の本田航空は初代河島社長

でした。本田社長は良く桶川の飛行場にお出でになりました。ある日、本田社長と朝日新

聞から来た近藤重役と二人で、桶川の事務所に来られました。朝の挨拶と同時に私が「本

田さん、今度貴社から発売された軽 4輪乗用車大ビットですね」・・・ と言いますと、社

長は「ウン有り難う、どんどん売って下さい」と言われました。私は思いました、こんな

零細な事業主にも声を掛けて戴いて・・・。

それにはチョット訳があるのです。実は私も10数台の車を立川の営研へ発注してあるの

ですが、 3ヶ 月はお待ち願いたいとのこと、あきらめておりました。すると翌日、私の店

の前に本田の軽 4輪を積んだローダーが停まり、立川の営研から所長が直々に来られ、昨

日社長よりお電話があり「明日必ず石川さんのお店に10台の新車を届けるように」とのこ

と、持参致しました。

実は私も驚きました。営研の所長曰く、「石川さん、直訴は勘弁して下さい。どうして

家の殿様を御存知なんですか・・」等のエピツードが有りました。私は末端の業者をも大

切に扱う方だと感激しました。その辺が大社長のひとつの由縁ではないでしょうか。色々

と私とは短い知り合いでは有りましたが、教えられた事が多々ありました。

またよく格納庫のなか等で、若い整備工とディスカッションしている事もよくお見受け

しました。お忙しい身で有りながら気を使って居られるなと感激しました。また奥様も立

派なかたで、後に飛行機のライセンスを取得された美人パイロットです。当フライング倶

楽部の誇りです。

(左より小生、田中氏、水瀬女史、藤原パイロット)
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航空科学博物館(成田)に寄贈した石川さんの愛機エアロンカ

40周年の間には当倶楽部も色々ありました。それを乗り越えて今の本田フライング倶楽

部という立派な施設が誕生したのです。御目出とう御座います。

小さなアクシデントも思い出の一つで、小川教官のマスキティア機による滑走路14の逆

立ち、本田会長の滑走路32ヘ セスナ210で胴着。私もエアロンカで32の雪の田圃に不時着、

雪団子の様になって友達と這い出した笑い話し位のものでしょう。

またあれは、25周年記念の時だったと思います。本田会長を囲んで向こう側に初代本田

航空社長の河島さん、此方に小生石川で私が′`一レイのサイドカーの話を始めたら「あれ

石川さんもサイドカーに乗るの、僕もサイドカーは大好きなんだ」と言ちたとたんにサイ

ドカーのブレーキの話を始めたら止まらないので、ハハアーやはり根っからの「バイク屋

さん」だと聞いていましたらあに図らんや、′ヽ一レイのブレーキの故障で浜松の芸者とド

ライブ中 “浜名湖ヘドブン''と なって洗濯代を “ガッチリ''取 られた話てした。脇で聞い

ていた本田麗婦人は 'あ ら私は初耳だわ・ と言って笑っていました。

当時本田会長は倶楽部ナンバー101、 埼玉県栗原知事は102と 記憶しています。
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本田航空調布運航所、所長さんは藤原さん、事務所はプレツ`プのバラック建てで同じ建

物が左右八棟程並んでいた。

右に中央大学航空部、日産自動車飛行機愛好会? 左は川崎航空、その他があった様に

思ふ。

事務所の扉はガラス張りの引戸式で奥へ通り抜けだった。奥にもバラックの建物が幾棟

かあり、その中にパラシュートクラブもあった。若い精惇な体格の教官がおられ、少し離

れた草地に台を作り降下の訓練をしていた。「イチヨウカ、ニコウカ、サンコウカ・・・」

と大声を出して紐を引く動作をしていた。

事務所内にカウンターの様なものがあり、そこで料金を支払い黄色のチケットを買った。

女性の事務員も時々おいでになった。

楽しい想い出として、レバーで操作するガチャンガラガラ、ガチャンガラガラと音を出

す中古品で汚れたパチンコ台が置いてあり、訓練後レバーをはじくと訓練時の緊張がほぐ

れた。訓練で教官に怒鳴られっばなしの頭の神経をやわらげ、頭によく残った様に思った。
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竜 ヶ崎飛行場にて

競技会に参加

1976. 5//25
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教官は藤原様、笠井様、高嶋様、千田様、助教らしい青木様、八木様という様な人も居

たように思います。整備は増田様、田村様、今も活躍の磯部様がオートバイ通勤をしてい

た。

機体はパイパーJA3244と 他に一機とセスナもあった。

エンジン始動はイグニッションスイッチを(L)に セットしスタートボタンを押し、油圧

上昇を見てBOTHに した様に思ふ。

訓練は今も同じ厳しかった。桶川より調布に帰るテイクオフ時に、イグニッションスイッ

チ(L)の ままで離陸して教官に頭を小突かれた事もあった。

藤原さんが言われた事、「機体及びエンジンにも人の心が通じるものだ。かわいがって

やればよく飛んでくれる。」と。その後はなんらかの事情で調布を去られた。今もご健在

がどうかは音信不通のため分かりません。

くだらぬ事を想いだすままに書いてみました。文中は間違いだらけの事が多いと思いま

すが、歳のせい (八十六才)の事とお許し下さい。

※山本会員は17才の時に津田沼飛行場にて操縦練習をアンリオ、アプロ機などで伊藤育次

郎氏などと一緒に飛ばれておりました。飛行経歴は68年になります。(編集者記)
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ブとの

私は終戦の時は小学 4年生でした、その頃から飛行機乗りにあこかれ予科練が少年航空

兵になるのが夢でした。私の生まれ育ったのは桶川から東の伊奈学園の少し先でしたので、

その当時は一面田圃でその上空では確か秋から冬にかけて二枚羽のダイダイ色の赤とんぼ

が宙返りや、あるときは二機での空中戦の練成をしていたのをよく見かけ憧れの目で見に

行きました、訓練はエンジンの独特の音ですぐに分かります。その様な事で川田谷に飛行

場が在り熊谷の飛行学校の分校であることも聞いていました。日本は戦争に負け、私もい

つの間にか社会人となり子供も生まれ正月、お盆には実家に帰るのが楽しみとなる年代に

なりました。ログブックを見ると昭和50年 5月 17日 が初訓練となっていますので、50年の

正月に田舎からの帰りに子供達に飛行機を見せようと思い川田谷の飛行場に立ち寄り遊覧

飛行をしたのがこの道にのありこむきっかけとなり、パイロットの方に私の昔からの話を

しましたら、それだったら訓練をしたら如何ですかと誘いを受け飛行機への憧れが目覚め

ました。そのパイロットの方は現在エアーニッポンの役員で運航副部長なされている板倉

教官でした。私の昔の話しかけと誘導するような誘いかなければ遊覧で終わっていたかも

しれません。板倉教官は′ヽンサムな方で静かで教え方も分かりよく40歳の私にはとても好

感がもてました、又ソロの許可も最後の実地試験までの追い込みまで面倒を見て頂き大変

お世話になりました。その当時は冬になると飛行場の入り口にドラム缶に火を焚いて暖を

とっていたのが懐かしく思い出されます。

ホンダフライングクラブ創立40周年を目出度く迎え今後のクラブの益々の弥栄をご祈念

申し上げ、私のクラブとの出会いの一端をご披露いたしました。
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私がホンダフライングクラブに入会したのは1998年のことでした。最近では新規参入の

エアラインも多くなり、乗員も本田航空をはじめとする使用事業で訓練を受けた人が多く

採用されるようになってきましたが、そのころは未だJAL,ANA,JASを 中心とする1日 体

制(?)で、事業用の訓練なんて受けても 就職先は運が良くても使用事業くらいでした。よっ

てその訓練を受けるのは、よほどの暇人か、変人か、マニアか、自分を勘違いした人が多

かったかもしれません。私はといえば・・・その全部なのでしょう。

さて、そんなわけで当時クラブでは楽しくフライトを楽しむ方々に混じって、常時 4～

5人程度が顔面蒼白、冷や汗たらたら、頭の中はIMCに なりながら、暖かくも厳しい(褒

めすぎですが)教官方の御指導で事業用の訓練なんかもしていました。

本田航空の教官の皆様の厳しい指導で、知恵熱を出す程の勉強をしたお陰か、その後に

計器飛行証明や操縦教育証明の訓練では何も勉強しないで済んでしまったくらいです。一

応勉強してる素振りくらいしましたが・・・。クラブ員として訓練の合間には、やはり教

育証明の訓練を本田航空で受託しているJALや ANAの乗員の方と話して夢を膨らませた

り、クラブルームで水槽の熱帯魚をながめたり、時には滑走路脇に行って黄昏れたり(')

していたのを思い出します。休日には一気に活気が出るクラブルームで他のクラブ員の皆

さんといろいろな飛行機の話題に花が咲き、いっしょにNAVに 出たりもしました。

クラブですから色々な飛行機の楽しみ方があって良いわけで、ホンダではクラブ員だけ

でなく、自家用スクールの方から、オーナーさんまで多種多様な経歴、資格の方が多く集

う良さは他にない素晴らしい環境でした。楽しむにも訓練をするにも何人かで互乗するの

は楽しくもあり、非常に参考になったりもします。これも多くのクラブ員がいないと出来

ない特権で、会員数の多いホンダフライングクラブに入れたことは非常に幸せなことでし

た。また、クラブで(数年間柄にもなくクラブ理事など仰せ付かり)横田基地や厚木基地な

どの普通は見られない施設の見学、長距離航法など企画実施が出来たこと等も忘れられな

い想い出です。今は航空大学校の仙台分校で(こ れまた柄にもなく)多発計器課程の教官を

していますが、たまに本田航空の飛行機が来たり、NAVの 出先で見かけたりするととて

も懐かしく嬉しく思っています。今後もクラフが益々発展していって欲しいと思います。

・・・・・恐くて優しい本田航空の恐官方や親切な職員の皆様と共に。

航空大学校仙台分校より
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ホングフライングクラブ40周年、おめでとうございます。
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最近、社屋もリニューアルされまして、ロビーも明るく開放的になり、 トイレもとても

綺麗になりました。以前、銀色の扉で隔離されていたロビーとか、ウェザーを入手するパ

ソコンが 2階の事務所にあったこととか、つい最近の事でも懐かしく思えます。まして、

ベテランのクラブ員の皆様におかれましては、長年の時の流れを思い起こす時、多くの感

慨があることと、察する次第であります。

2000年代でありますが、近年、皆様が参加されて、見て、聞いての通りでありますが、

ミレニアムナビゲーション以来、盛り上がったロングナビを取り上げてみます。

関東平野から抜け出して、遥かサハリンまで見渡せる宗谷岬、自衛隊のレーダーからの

ボイス、この先北方領土 !が印象的な納沙布岬、有人島最南端のさとうきび畑一面の波照

間島、TVド ラマにも出た島中に牛が歩き回る与那国島、と短い期間で、ホングフライン

グクラブー行は、ほぼ全国制覇を達成しました。HONDAマ ークの飛行機が日本狭しと

飛び回り、熱心な (物好きな)ク ラブ員が、各地で友好を深めて来たとのことです。

時は IT時代、最近では、本田航空同行パイロットの御協力で、睡眠時間を削っての映

像付きのレポートがその日の内にインターネットで配信され、 (更新されない時は、フヽ・ソ

コンが不調か、友好が長引いた時であると思われる)フ ライト状況やクラブ員の盛り上が

りがリアルタイムで、自宅のパソコンに伝わる仕組みになっております。

_ヽ

今回、地道に準備された実行委員の皆様、日々御協力いただいている本田航空の皆様、

ありがとうございます。ホンダフライングクラブの益々の発展を、今後も力を合わせて実

現していきましょう。
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今後も、今の我々が想像も出来ない飛行機や ITの 進化が、次々と現れることと思いま

す。ただ、空を愛するクラブ員の熱い気持ちは、昔も、今も、そして将来も変わらないと

確信しております。
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左より、私、益口、湯沢 2002年 8月
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し

(昭和40年代)

①パイパーコル ト(JA3188)

②競技大会で、中央の自線上にみごとに

接地したコル ト

③ (第 1回 クラブ大会)

最後の難関である制限地着陸競技 (幅

30m・ 長さ50mに接地する)で左にそ

れたパイパーチェロキー (JA3245)

審査員もはじめての競技とあってヒタ

イをよせて相談することがたびたび。
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⑥

④⑤パイパーチェロキーJA3291の雄姿
⑥② (昭和43年頃)

森永フライングエンゼルセール塗装のクラ
ブ機パイパーチェロキーJA3267

③名整備士である近藤氏

⑨⑩ (昭和56年 4月 25日 )

調布でJA3244が トータルタイム1万時間違
成、日本初の長寿記録となる

なコロn
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⑪パイパーチェロキーPA28-140の コクピット

レトロな操縦得がなつかし～

エレベータートリムは、天上にあり、プレー

キは、フッドでなくサイドスティックてした。

⑫セスナ150(JA3469)も クラブ機
'

⑬⑭⑮①

セステ172も K・ M・ N型がありました
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0セ スナ172の コクピットです

何型か分かります
'

①セスナTU206F(JA3729)

ターボ付きで～す !

⑬セスナTU206Fのコクピット

⑩セスナ310(JA5170)

翼端タンクと薄いエンジンナセル

がセールスポイント。

草分け的な双発ビジネス機。

④セスナ310の コクビット
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④セスナT303の コクピッ ト

⑮ロビンソンR22(JA7972)

④セスナ1フ 2P型 (JA3935)

②④セスナT303(ク ルセイダJA5275)

後ろ髪に惹かれますね
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立者本田

今年はホンダフライングクラブが本田宗―郎氏の夢 (ド リーム)か ら生まれて40年の誕

生日を迎えます。私が19歳のとき一冊の本を手にしました、それは本田氏の書いたスピー

ドに生きるという小冊子でした、その中の記述に、1916年、本国少年は故郷浜松競馬場の

上空でカーチス機を巧みに操縦し曲芸飛行を行うアートスミス操縦士を見たのです、帽子

のつばを後ろにかぶり、自転車に乗り家路を急ぐ少年の心は既に曲芸飛行士であった、と

書いて有りました。そののち関係者の多くの方々から本田氏は本当のところ自動車よりも

飛行機のほうがもちろん好きだった、との話をよく聞きました。今となっては聞くすべも

ありませんが氏が作ったバイクにはウイングマークがついています。

カーテス号            アートスミス氏十         ウイングマーク

茂木の博物館には今も走行可能な若き本田氏自作の競争自動車、その名前はカーチス号、

また初の量産オートパイはまさにそのウイングマークのついた、 ドリーム号です、12年 は

ど前に完成した初代のホンダ双発ジェット機も誇らしげに展示されております。

し

_ヽ

昭和47年頃本田氏

はアメリカ、ヨーロッ

パなど外国に出向い

たおり同行の社員が

ハラ′`ラ見守る中、

古いアンテークプレ

ンで飛ばれたとの話

もお聞きしておりま

競争自動車カーテス号と本国氏 競争自動車カーテス号
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初代ホンダ双発ジェット機 初フライト
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す、その時は決まって私の飛行帽がお供いたしました。お礼にと頂いた色紙が今でも思い

出の品です。

その頃、クラブ前会長の杉田政男氏と本田夫人さち様が同時期にクラブで飛行訓練をさ

れており、日出たくお二人共に自家用操縦士に合格されました。私は少し先に免許を取っ

ていたので、クラブ員の勉強の邪魔などをしていました、雨の日などは暇なので何の気な

しにお年をお聞きしたら51歳 との答えでした、きち様が金色のホンダ1300ク ーペを自ら運

転なされて飛行場に通われた姿を懐かしく思い出します。

クラブ設立趣意書には、この場所は旧陸軍熊谷飛行学校桶川分校飛行場跡地とあり風向

きも良く飛行場としての環境が整っているので、ここを飛行場に選んだと書かれています。

又、桶川市の歴史資料には昭和20年の春、12名 の隊員と12機の練習機が機体を濃い緑色に

塗り替えて桶川分校から九州の知覧へ向けて飛び立ちました、そして帰っては来ませんで

した、これが練習機による我が国初めての特別攻撃であったと記されています。

話を40年前に戻しますが、本田技研ではクラブ設立前の昭和38年当時には既に自社製
100馬 カエンジンを装備した本田製 2人乗り軽飛行機の設計も行われておりました。この

機体名は私が勝手にエアロドリーム号ときめました。

本国技研設計三面図

0

ヽ

2δ

昭和40年発行のフライングニュース第一号には次のようなクラブの将来像が描かれてお

ります。

ホンダフライングクラブの会員はすでに 1万人に達し、エプロンには100機のエアロド

リーム機が翼を並べて会員をお待ちしております、駐機している自家用機は400機を数え

るに至りました。そこには、2000メ ートルの滑走路、洒落たクラブハウス、レストラン、

格納庫、などの設備が充実しており,国内外では他に例を見ないはどの立派なフライング

クラブです。

又、わか国のパイロット、整備士の大半はホンダフライングクラプの出身者であり、そ

れは、まさに航空界に於いては無くてはならない存在であります。

以上は、クラブ誌に描かれている未来のホングフライングクラブの姿です。

~「~



未来図 昭和OO年のフライング・ クラフの人口。航空スポー

ツを通して国際色ゆたかな万国抜がひるがえり、各国の

クラブ員の姿も見える。都心をはなれた橘川町に…….

(ス ケッチ)林 魏建築デザイン事務所

未来図2 クラブ¨ ウヽス 格納庫など。       1
会員10.000名 .所有機100機、自家用機400機を収容」

忽 :tFス
に1ま 宿泊設備、会場、レス トラン、バ

l

その当時社名は本田エアポートという会社名でその名が示すように飛行場の管理やその

為の周辺整備に力を注ぎたいと本田氏は思っていたようです、当時は自家用車も珍しい時

代に既に自家用機を念頭に置いて計画を立てていたこと、その為にもライセンサー育成が

大切な事として位置付けておられました。その為に生まれたのがまさにホンダフライング

クラブなのです。

又、アジア諸国の為にこの地に飛行学校を設立して、その国の航空関係指導者の教育育

成などを通じて我が国の、国際援助の協力も行いたいなど、現在も当時の関係者からは次々

と本田氏の未来を語る声を聞くことが出来ます。私も、初代会長本田宗一郎氏の夢に少し

でも近っくように、常に目標は高く掲げて参りたいと思います。

そして私たちクラブ員は、飛行できる環境をお創り頂いた方々に感謝し、先輩の功績を

大切に守り、また安全運航に努め、ホングフライングクラブの益々の発展に寄与するよう

に努力したいと思います。私はこのような方針を掲げてクラブの運営を進めて行きますの

でクラブ員の皆様には今後とも宜しくご協力をお願いいたします。
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本田航空創立25周年記念パーティーにて
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ちょうど今から39年前の1966年 5月 、国体史上初の「空からの国体招待状」の委託式が、

浦和県庁南口広場で花やかに行われた。

この記事は人間市在住のホンダ・ フライング・クラブOBの石川小佐次さんより資料を

頂き記事にしました。

ホング・ フライングクラブ主催、朝日新聞社、アサヒイブニングニュース後援で、桶川

町のホンダ・エアポートを発着場にアマチュア・パイロットによって行われるわが国初の

「日本一周エアー・ ラリー」参加機に、国体県実行委員会会長栗原知事名のメッセージを

託し、ラリーコースの各道府県知事あてに届けようというもの。ラリーは1966年 5月 30日

朝、ホンダ・エアポートを出発、 5日間の予定で日本を一月、途中の発着各空港で各知事

にメッセージを手渡すものであった。
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「日本一周エアー・ラリー」は軽飛行機 (パイパー・チェロキー 4座)5機が参加、

朝日新聞社機「天風」など2機の先導で、約3,820キ ロを飛行した。

桶川を離陸後、八尾―松山空港 (石川)ま で飛んで 1泊 し (5月 30日 )、 松山を離陸―

佐田岬一人分一宮崎の西を通リー新田原―鹿児島 (高野)、 鹿児島を離陸―広島空港 (石

川)で 2泊 目 (31日 )、 広島を離陸―中国山脈の大山一鳥取空港―天橋立を通リー小松空

港に着陸 (高野)、 小松―新潟空港 (石川)で 3泊 目 (6月 1日 )、 新潟を離陸一日本海、

鳥海山を見て―弘前城の上を通リー函館空港で着陸 (高野)昼食を取り燃料を入れ、函館―

札幌空港 (石川)で 4泊 目 (6月 2日 )、 札幌を離陸―花巻空港で昼食 (石川)、 花巻を離

陸し一路ホンダ航空の有る桶川町に 6月 3日 夕 (高野)帰着した。

5日 間で延べ 3,820キ ロ、規定のコースにしたがって日本を一周、 5日 間にわたる日

程を無事終えた。

フライト・プランとの誤差、燃料消費量、安全性などについて審査の結果、ホンダ・フ

ライングクラブ所属の埼玉県入間市小谷田・高野仁平機長 (53)、 同所・口中二郎副機長

(40)、 同市黒須・石川小佐次 (47)副機長のチームが実飛行時間25時間38分で優勝した。

ちなみにこの時、朝日新聞社はこの「日本一周エアー・ ラリー」に懸賞募集をした。こ

の懸賞は優勝機の実飛行時間を当てるもので、なんと応募総数10,237通。該当者多数のた

め抽選にて決定し、 1等 にはホングN360軽乗用車が贈られたとの事。皆さん我々も後に

続きましょっ。
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今年でクラブ創立40年を迎えたホング・ フライング・クラブでは第33回のクラブ飛行大

会を平成17年 10月 2日 (日 )快晴・微風の好天気の中、参加者26名で着陸の接地点の精度

を競い合いました。山本さんも現役パィロットとして元気に参加されました。

全員番号 1

■由ト

さて、第 1回 クラブ飛行競技会は昭和48年 (西暦1973年)に開催されました。この大

会ではクラブ員 2名 1組で定点着陸と物件投下競技の組み合わせて行われ、記念すべき第

一回の優勝者は酒井泰弘氏と鹿児島直人氏のチームでした。
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.■2口全日本軽そ耐隆レース
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第 1回クラブ飛行競技会をさかのぼる事 7年前、クラブ設立の年に第 1回ホングエアカー

ニバルが開催され、翌年には朝日新聞社主催の第 1回全日本軽飛行機レースも始まり、ク

ラブ員の高野仁平氏がパイパー・チェロキーによる高高度日本新記録を達成いたしました。

この大会も第 5回大会以降「埼玉エアカーニバル」と改名されましたが第 6回大会を最後

に開催を止めております。この 6回大会の優勝者がホンダフライングクラブの現会長であ

る濱尾豊氏です。

ェアカーニバルでは投下競技、風船割りや航法で競われ、その他編隊飛行、パラシュー

トジャンプ等々が行われました。
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2年間の大会空自後、第 1回クラブ飛行競技会開催へと進みました。第 6回 目からは大会名を

「本田宗一郎杯」と名を改めました。
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入賞商品、特に 1位、 2位、 3位は本田技研製品の歴史でもあり、昔懐かしいバイクなども。
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大会の競技は回を重ねるごとに採点方式や内容を変

更、予戦 。本戦方式を採用した大会では予選落ちした

参加選手には「爆弾投下競技」やプロペラによる「風

船割り競技」、航法を採用した大会でも着陸接地点の

得点を加算点とする内容となっています。調布飛行場

に支部がありました時代には桶川メンバー対調布メン

バーの戦いとなり優勝旗争奪戦の様相を呈し試合後優

勝旗、優勝杯が調布所属機で運ばれる事も。
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田杯

独大"240本争奪飛

'"
祝
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今後の本田宗―郎杯大会は

「普段飛ぶ事 ?」 を忘れて し

まったクラブ員も参加できる

競技会を企画 していただきた

いと思います。

ン

・一

クラブ訓練機に高翼のC172と 低翼のPA28混在していた時期には高翼機には得点にハン

デを付け又、訓練生にもハンデを与えられ戦いました。近年クラブ機は高翼機のみ、又訓

練生の技量も向上し′ヽンデ無しの競技会になりました。

初期の大会ではクラブ員同± 3名が空中交代で競技参加しておりましたが、最近の競技

会では教官が「セイフティ・パイロット」として同乗しており安全面のみならず運用効率

面も向上しております。
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会員番号 5578

新妻豊太

濱尾会長が「2000年にクラブとして一大イベントをやろう 1_と 、発表
`11■

つが1999

年暮れのクラブ忘年会での事でした。翌年 1月 のクラブ理事会で
~ョ

=を
ミ .ま う_~日本

一月、2000マ イルを飛ばう」をテーマに、クラブ員がリレー方式によ
=桑

く~る 日本一月

フライトが企画され、正式名称を「 ミレニアム2000日 本一月フラン  ヽ こ _、 ミレニアム

小委員会が作られました。

小委員会には、お日付け役の赤塚さん、残りは当時の新米理事■・ ■ |:'、 、河合さん、

菊池さん、そして私が選ばれたと言うより「21世紀に向け若いノ、っ_う →て |_0会長の一

声で決まりました。

クラブ設立当時の先人達は、ライセンス取得後すくにロング■
`ら

三=―司に出かけた

り、日本一周レースを行ったり、数多くの武勇伝をお聞きしまf■ .。 ・ 。そこはそれ平成

の申し子は、優等生というか、何というか・・・「飛ばない事■.―書安三_つ温室育ちで

したので、日本一周なんでしたことが無く、計画にあたって |ま 半:ら ■∫..菫 .ま かり、多くを

クラブ事務局担当だった若松さんや教官にアドバイス頂きまし「1.

又、これと平行しミレニアムジャンパーや記念ワッペンの製に、寄
=先

フライングクラ

ブヘのアンケート調査等々やらねばならない事が山ほどあり、 51つ クラブ総会で承認を

頂き、 7月 の寄港先発表と参加者募集、 8月 に参加定員を上Eる ヨ_込みを頂けた時は大

変嬉しかったのと、まだ終わっていないのにはっとしたのを夏ぇて、ヽます。何と言っても

定員割れが一番の心配事項でした、夏休み時期とはいえ lヶ 月|こ L及ぶ期間を途切れるこ

となく参加頂けたのは、クラブメンバーの理解があったからこそ
`感

謝しました。

こうして 8月 17日 、本田ェアポートを出発した「 ミレニアム■●:1日 本一周フライト 実

施機 J A3938は 東北、北海道、北陸、関西、中国、九州、四国、近ま、言 |¬ 、関東の順に

28日 間、延べ2199NMを 32名 (2名 ローカルフライトのみ)の クラブ員によつ周回し、 9

月13日本田エアポートに帰還しました。途中、天候悪化に伴う多少つし―卜や寄港先の変

更は有りましたが、大きなトラブルも無くはぼ予定通りの日程、飛行時間で目的を達成し、

企画は大成功をおさめました。

その後、この企画が基となり北海道クルーズや九州クルーズ、与那国クルーズ等のロン

グナビゲーションが盛んになりました。多くのクラブメンバーがロングナビゲーションの

楽しさや難しさを経験し、宿泊先では大いに親睦を深めました。

もしや、平成の申し子も先人達に少しは近つけたのでは・・・

40周年にあたり、ホンダフライングクラブを創り育てられた諸先輩に感謝すると共に、

この良きフライングクラブと伝統が継承されていく事を願ってやみません。
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「 ミレニアム2000日 本一周フライ ト」

寄港先

本田→福島→花巻→青森→函館→秋田→山形→佐渡→新潟→富山→福井→八尾→岡山→鳥

取→山口宇部→北九州→壱岐→上五島→長崎→熊本→鹿児島→種子島→屋久→大分→松山
→広島→高松→南紀白浜→名古屋→新島→本田

期  間   2000年 8月 17日 ～ 9月 13日

使用機体   C172 J A3938
距  離   2199 N M
飛行時間   33時 間35分

ローカル   17時 間 5分
参加人数   32名
参加者 (敬称略)

Unitl 本田→福島→花巻

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ
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n l

nl

nl

nl

nl

n i t10
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上石智通

原田博明

興川勝

西久保行重

新妻豊太

丹羽俊彦

吉田篤

小林大吾

緒方哲郎

神谷朗

浅倉幸策

赤塚正信

清水一徳

河野孝政

清水清人

平田雅久

河合秀晃

小野学

米島博

高野圭司

関野勇一郎

ｎ

　

ｎ

花巻→青森→函館→秋田

秋田→山形→佐渡→新潟

新潟→富山→福井→八尾

八尾→岡山→鳥取→山口宇部

宇部→北九→壱岐→上五→長崎

長崎→熊本→鹿児島→種子島

種子島→屋久→大分→松山

松山→広島→高松→南紀白浜

南紀白浜→名古屋→新島→本田

Flight 花巻 0秋 田

θδ

:

t

長谷川隆

武井康

吉田信章

吉田秀一

小田晃穂

林聡枝

野村博

原武志

泉水黛夫

山田幸啓

柴田英明
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《編集後記》

飛行機が何故好きになったのか。

空が飛べる機械だからなのか、スタイルがカッコ良かったからなのか、それともパイロッ

トの制服に憧れたからなのか、今となっては思い出せないが、物心ついた時には飛行機の

操縦をしてみたいと考えていたように思 う。反面それは途轍 もない夢だと子供心に感 じて

いた・・・。

この記念誌の編集にあたり、数多くの方々の思い出深いお話や、クラブの歴史、発足当

時の様子にも触れました。また貴重な写真を多く拝見いたしました。

この経験で我々編集員全員が、ホングフライングクラブが存在した事で操縦士の一人と

成れた喜びと、この伝統あるクラブの一員である事の誇りを改めて感じたのではないかと

思います。

誰ひとり編集の経験など無く戸惑いの連続でしたが、何はともあれ雰囲気良く楽しい集

いとなれました事を感謝いたします。また、この想いがご覧いただく皆々様にお伝え出来

ていれば幸いです。

編集委員代表

編 集 委 員

林

小 野

高 柳
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高 野
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小日嶋

芳 賀
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パイツヾ― PA-28-140(チェロキ140/チェロキE/クルーザ)

1970年 アメリカ

荼
1:116y25:D×

1

履冬高髯i‖flf面

上
'158kg

乗組員liど
67km.

出力 1501lp.
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